テロ特措法改正・新法制定に反対するアナウンス原稿

市民の皆さん、私たちはテロ対策特措法に反対しています。

いま日本政府は、海上自衛隊の補給艦をインド洋に派遣して、

アメリカなどの軍艦に燃料の補給をしています。

海上自衛隊から補給を受けたアメリカ軍の軍艦は、アフガニスタン戦争に参加しています。

海上自衛隊のアメリカ軍支援は、戦争を禁じた憲法９条に違反します。

皆さん、テロ対策特措法に反対しましょう。

海上自衛隊を、インド洋から撤退させましょう。

２００１年９月１１日、アメリカで同時多発テロが起きました。

アメリカはテロに報復するため、アフガニスタンへの戦争を開始しました。

「９．１１テロ」の実行犯と名指しした「アル・カイダ」や、

「アル・カイダ」をかくまっていた「タリバン」政府を全滅させようとしたのです。

しかし、６年経ったいまでも、アフガニスタンは内戦状態です。

アメリカ軍の攻撃で、毎日のように民間人が犠牲になっています。

ドロ沼のような戦争を終わらせるには、アメリカ軍の撤退が必要です。

皆さん、アメリカ軍のアフガニスタン攻撃に反対しましょう。

市民の皆さん、私たちは自衛隊の米軍支援に反対しています。

アメリカのアフガニスタン戦争を支援するために、

日本政府は、テロ対策特措法を成立させました。

海上自衛隊は、アメリカの軍艦に、無料で燃料を補給しています。

これまでに負担した燃料の総額は、２２０億円にものぼります。

人件費などを含めた負担の総額は、６００億円を超えるのです。

皆さん、福祉を切り捨てる一方で、タダでアメリカ軍を支援する、日本政府に反対しましょう。

海上自衛隊から補給を受けたアメリカの軍艦が、アフガニスタンだけではなく、

イラク戦争にも参加していた疑いが出てきました。

これは、テロ対策特措法に違反しています。

しかし民主党や社民党が国会で追及しても、

日本政府は海上自衛隊の行動や、補給の相手を明らかにしません。

海上自衛隊の行動が、国会に報告されないことは、シビリアンコントロールに違反します。

皆さん、日本の国会よりも、アメリカの利益を優先する福田内閣に、反対の声を上げましょう。

市民の皆さん、私たちはテロ対策特措法に反対しています。

自衛隊がアメリカ軍を支援するテロ対策特措法は、１１月１日で期限切れです。

そこで福田首相は、アメリカ軍支援の新しい法律を作ろうとしています。

福田首相は、自衛隊の活動は国際社会から感謝されていると、強調しています。

しかし多額の燃料を、タダで提供しているのですから、感謝されてあたりまえです。

自衛隊が提供した燃料で、アメリカ軍は戦争を続けています。

アメリカ軍は、アフガニスタンの民衆を殺害しています。

私たちの払った税金が、人殺しの手助けにつかわれているのです。

皆さん、テロ対策特措法に反対しましょう。新法の成立に反対しましょう。

※冒頭に組織名称をいれるなど、使いやすいようにアレンジしてください。

